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マキサカルシトール静注透析用シリンジ増産体制の構築について 

 

弊社は、 2022 年２月開催の取締役会において、マキサカルシトール静注透析用シリンジの増産に向

けて弊社蔵王工場における設備投資について下記の通り決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．設備投資の目的 

マキサカルシトール静注透析用シリンジは副甲状腺ホルモンの合成・分泌を抑え、血中の副甲状腺

ホルモン濃度を下げる薬で、通常、透析患者の二次性副甲状腺機能亢進症の治療に用いられる医薬品

です。プレフィルドシリンジの実用化は感染予防と医療従事者の安全性および作業効率向上の観点か

ら有用であるため、関連医療機関から安定供給と増産について要請されており、2022年４月の薬価改

定において、その医療ニーズが認められ安定供給のために不採算を緩和して頂きました。 

本設備投資は、この要請に応えるために本製剤を製造しております弊社蔵王工場シリンジラインに

て、増産体制を構築するための一環として行うものであります。 

 

２．設備投資の概要 

設備投資内容 プラスチックシリンジ液中外観検査装置 

投資予定額 約１億円 

資金計画 自己資金により充当 

操業開始時期 2022 年中（予定） 

 

３．今後の見通し 

増産体制の構築に向けて今後、段階的に以下の取組みを進めてまいります。 

・原薬の複数ソース化による安定供給体制の構築 

・生産体制の見直しによる生産性向上 

・さらなる設備投資による増産体制の構築 

なお、本設備投資が 2022年６月期の業績に与える影響はありません。 

 

弊社は、ジェネリック医薬品の国内開発を進め、得意技術によるイノベーションの推進、高品質な

医薬品の安定供給、情報提供により、医療の向上を通じて社会に貢献してまいります。 

 

 

以 上 


